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本
校
で
は
今
年
度
も
３
年
生
全
体
の
８
割

近
く
の
生
徒
が
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
既

に
そ
の
多
く
が
合
格
を
決
め
て
い
ま
す
。
進

路
が
決
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
卒
業
試
験
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
学
習
に
励
む
と
と
も
に
、
進

学
先
か
ら
の
課
題
や
進
学
後
の
学
び
に
備
え

て
基
礎
学
力
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
や
一
般
入
学

試
験
の
受
験
を
控
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
追
い
込
み
の
時
期
で
す
。
入
試
に
向
け

て
体
調
に
は
十
分
留
意
し
、
万
全
の
状
態
で
、

最
後
ま
で
全
力
で
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

昨
今
の
入
試
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
変
化

は
、
知
識
だ
け
で
な
く
、
思
考
力
や
主
体
性

に
も
大
き
な
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
生

徒
た
ち
に
は
知
識
を
単
な
る
受
動
的
な
も
の

で
は
な
く
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
考
え
る

力
を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
進

学
先
を
選
ぶ
際
に
は
、
単
な
る
名
前
や
評
判

だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
目
指
す
将
来
像
や
そ

の
実
現
に
向
け
て
ど
れ
だ
け
主
体
的
に
動
け

る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
知
識
・
技
能
」、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
」、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
が
重
視
さ
れ
る
今
、
た
だ
進
学
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
進
路
を
見
据
え
た
力
を

未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

中
澤
　
　
悟

中
澤
　
　
悟

養
う
こ
と
に
意
識
を
傾
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
将
来
に
お
い
て
も
役
立
つ

ス
キ
ル
で
あ
り
、
社
会
に
お
い
て
積
極
的

に
貢
献
で
き
る
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
か
ら
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
単
な
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
将
来
に

わ
た
り
活
躍
す
る
た
め
に
重
要
な
力
を
養

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
、
進
学
生

に
求
め
ら
れ
る
力
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み

ま
す
。

１
．
問
題
解
決
能
力

　

知
識
だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
問
題
に
対

し
て
柔
軟
で
創
造
的
な
解
決
策
を
見
つ
け

ら
れ
る
能
力
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
や
社
会
で
の
活
動
に
お
い
て

不
可
欠
で
す
。

２
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

　

協
力
し
合
い
、
他
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
ス

キ
ル
は
、
進
学
先
で
の
学
際
的
な
環
境
や

職
場
で
の
成
功
に
繋
が
り
ま
す
。

３
．
自
己
主
張
の
能
力

　

自
ら
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
適
切
に

表
現
し
、
他
者
と
の
意
見
交
換
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
学
業
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
関
わ
る
ス

キ
ル
で
す
。

４
．
学
び
続
け
る
姿
勢

　

進
学
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
段
階
で
あ
り
、

常
に
新
し
い
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
学
び
続
け
、
自
己
成
長
を
促
進
す
る

姿
勢
が
将
来
の
成
功
に
繋
が
り
ま
す
。

５
．
適
応
力

　

環
境
や
状
況
が
変
わ
る
中
で
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
が
重
要
で
す
。
進

学
先
や
将
来
の
職
場
で
は
様
々
な
状
況
に

遭
遇
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
適
応
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
力
を
育
む
た
め
に
は
、
単
な
る

試
験
勉
強
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

課
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
経

験
を
通
し
て
自
己
成
長
の
機
会
を
積
極
的
に

探
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
高
校
で
の
更
な
る
学
び
の
追
求
や
経
験

の
構
築
が
将
来
の
自
分
の
力
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
な
に
よ
り
、
自
分
の
夢
や
目
標
を
忘
れ

ず
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
日
々
の
努
力
を
重
ね

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
皆
さ
ん

の
高
校
生
活
を
大
切
に
、
夢
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

写　

真　

部

３
年
連
続
「
１
・
２
年
の
部
」「
３
年
の

部
」
ダ
ブ
ル
で
上
位
入
賞
！

４
年
連
続
16
回
目
と
な
る
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
出
品
決
定
！

第
51
回
島
根
県
高
校
写
真
展
審
査
会

時　

12
月
14
日

於　

平
田
高
校

　

今
年
度
は
本
当
に
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
３
年
生
を
中
心
に
マ
ッ
ト
パ
ネ
ル
貼

り
に
取
り
組
ん
だ
。
細
か
な
ミ
ス
を
修
正
し

な
が
ら
、
上
級
生
か
ら
下
級
生
に
技
術
の
継

承
が
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
24
点
出
品
し
、

「
１
・
２
年
の
部
」
で
朝
枝
佳
乃
（
2-6
彦東
）
が
２

席
に
入
賞
し
、
来
年
度
岐
阜
県
で
行
わ
れ
る

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
権
を
獲
得

し
た
。
ま
た
「
３
年
の
部
」
で
は
、
３
席
に

高
橋
詩
織
（
3-5
出三
）
が
入
賞
し
、
有
終
の
美
を

飾
っ
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
陰
な
が
ら
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
あ
り
、
心
よ

り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
１
・
２
年
の
部
】

　
〈
２
席
〉「
母
と
の
時
間
」

朝
枝
佳
乃

【
３
年
の
部
】

　
〈
３
席
〉「
疲
れ
た
。」

高
橋
詩
織

【
奨
励
賞
】

　
　
　
　

「fl y high!

」「
君
想
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
枝
佳
乃

　
　
　
　

「
触
れ
合
い
」
本
田　

陽（
1-2
斐西
）

（
顧
問　

村
上　

学
）

美　

術　

部

５
年
連
続
17
回
目
と
な
る
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
出
品
決
定
！

第
56
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
15
〜
18
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

全
県
か
ら
272
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
校
か

ら
は
25
点
が
入
選
し
た
。
そ
の
う
ち
勝
田
愛

弓
（
2-7
宍道
）
の
デ
ザ
イ
ン
作
品
「clean the 

sea

」が
全
国
大
会
推
薦
作
品
枠
７
点
の
一
つ

に
選
出
さ
れ
、
来
年
度
の
岐
阜
大
会
に
出
品

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
校
が
全
国
高
総

文
祭
に
推
薦
出
品
さ
れ
る
の
は
５
年
連
続
17

回
目
で
あ
る
。

（
顧
問　

飯
塚
康
弘
）

「ｃｌｅａｎ　ｔｈｅ　ｓｅａ」勝田愛弓



第４６０号　（2）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

時　

12
月
17
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

〈
個
人
〉

優　

勝　

水
永
花
音（
2-5 

益東
）・
岡
本
涼
香（
2-5 

浜東
）

３　

位　

森
山
音
羽（
2-5 

大一
）・
髙
野
愛
未（
1-4 

大一
）

　
　
　
　

川
角
莉
子（
2-5 

大社
）・
栗
原
奈
（々
1-5 

松一
）

ベス
ト
８　

木
村
香
夏（
2-3 
斐東
）・
杉
谷　

皐（
1-3 

大一
）

ベス
ト
16　

果
瀨
暖
花（
2-3 
大一
）・
那
須
こ
は
る（
1-4 

大一
）

　
　
　
　

大
野
美
空（
2-1 

浜山
）・
佐
藤　

楓（
2-3 

出一
）

○
大
会
総
評

　

本
校
か
ら
は
７
ペ
ア
が
出
場
し
た
が
、
１

月
の
中
国
選
抜
に
向
け
良
い
実
践
の
場
と
な

っ
た
。
中
国
選
抜
で
全

国
へ
の
出
場
権
を
獲

得
で
き
る
よ
う
精
進

し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権

時　

12
月
17
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

　

新
人
戦
の
上
位
ベ
ス
ト
32
が
出
場
す
る
大

会
に
本
校
か
ら
は
３
ペ
ア
が
参
加
し
た
。
３

ペ
ア
と
も
初
戦
は
突
破
し
た
が
、
上
位
進
出

は
な
ら
ず
、
川
角
・
岡
田
ペ
ア
の
ベ
ス
ト
８

が
最
高
で
あ
っ
た
。
課
題
も
多
く
見
つ
か
っ

た
の
で
、
来
月
の
中
国
新
人
大
会
に
生
か
せ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
た
い
。
保
護
者

の
方
に
は
多
数
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

優勝　水永・岡本ペア

３位　川角・栗原ペア３位　森山・髙野ペア

ル
ギ
ー
学
部
）・
島
根
県
立
大
学
４
名（
地
域

政
策
学
部
２
名
・
看
護
栄
養
学
部
・
人
間
文

化
学
部
）・
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
２
名

（
文
化
情
報
学
科
・
保
育
学
科
）

【
私
立
大
学
】

法
政
大
学
・
専
修
大
学
・
日
本
大
学
・
中
央

学
院
大
学
・
昭
和
女
子
大
学
・
龍
谷
大
学
・

近
畿
大
学
・
大
阪
商
業
大
学
・
京
都
産
業
大

学
・
同
志
社
女
子
大
学
・
京
都
精
華
大
学
・

京
都
芸
術
大
学
・
嵯
峨
美
術
大
学
・
美
作
大

学
・
く
ら
し
き
作
陽
大
学
・
安
田
女
子
大
学
・

広
島
国
際
大
学
・
広
島
経
済
大
学　

な
ど

【
私
立
短
期
大
学
】

龍
谷
大
学
短
期
大
学
・
安
田
女
子
短
期
大
学
・

神
戸
女
子
短
期
大
学
・
湊
川
短
期
大
学

就
職
状
況
（
12
月
20
日
現
在
）

就
職
内
定
100
％
達
成
！

　

９
月
16
日
以
降
、
就
職
試
験
が
開
始
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
第
一
希
望
の
企
業
か
ら

内
定
を
い
た
だ
い
た
。

【
県
外
】
㈱
ウ
ィ
ル
オ
ブ･

ワ
ー
ク
・
一
心

㈱
・
㈱
双
葉
・
航
空
自
衛
隊
・
陸
上
自
衛
隊

【
県
内
】
ア
ル
フ
ァ
ー
食
品
㈱
・
㈱
出
雲
東

郷
電
機
・
㈱
出
雲
村
田
製
作
所（
８
名
）・
大

畑
建
設
㈱
・
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
３
名
）・

㈱
さ
ん
び
る
・
山
陰
冷
暖
㈱
・
㈱
ジ
ェ
イ･

エ
ム･

エ
ス
出
雲
工
場（
４
名
）・
島
根
県
農

業
協
同
組
合
出
雲
地
区
本
部
・
㈱
ソ
ラ
ス
ト

島
根
支
社
・
㈱
ダ
イ
ハ
ツ
メ
タ
ル
出
雲
工
場
・

大
和
紡
績
㈱
出
雲
工
場
・
日
研
ト
ー
タ
ル
ソ

ー
シ
ン
グ
㈱
・
日
晃
電
設
㈱
・
㈱
日
新
・
㈱

ひ
か
わ
・
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
㈲
ヒ
ラ
オ
カ
・

㈱
ホ
テ
ル
一
畑

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

12
月
16
・
17
日　

於　

出
雲
高
校
体
育
館

１
回
戦　

本
校　

101

－

49　

出
雲
農
林

２
回
戦　

本
校　

78

－

72　

出　

雲

決　

勝　

本
校　

63

－

82　

出
雲
商
業

　

県
新
人
ベ
ス
ト
８
シ
ー
ド
獲
得

○
大
会
総
評

　

決
勝
の
出
雲
商
業
戦
で
は
、
前
半
思
う
よ

う
に
プ
レ
ー
で
き
ず
苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
後
半
に
入
っ
て
徐
々
に
本
来
の
力

を
発
揮
し
た
が
、
最
後
ま
で
点
差
を
詰
め
る

こ
と
が
で
き
ず
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
こ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
こ
の
冬
し
っ
か
り
と

走
り
込
み
を
行
い
、
県
新
人
戦
に
向
か
い
た

い
。
当
日
は
保
護
者
の
皆
様
か
ら
ご
声
援
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

進

学

状

況

北
陵
生
奮
闘
中
！

　

今
年
度
高
校
３
年
生
は
志
望
進
路
に
向
け

努
力
を
続
け
、
多
く
の
生
徒
が
志
望
校
へ
の

切
符
を
手
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
や
一
般
試
験
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
生
徒
も
お
り
、
最
後
の
追
い
込
み
を

迎
え
て
い
る
。
努
力
の
積
み
重
ね
が
最
後
の

進
路
決
定
に
つ
な
が
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も

将
来
像
を
描
き
、
日
々
の
取
り
組
み
を
大
切

に
し
て
欲
し
い
。

【
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
】

島
根
大
学
２
名（
生
物
資
源
学
部
・
材
料
エ
ネ

吹

奏

楽

部

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！

時　

12
月
16
日　
　
　
　
　
　

　

昼
の
部

：

14
時
開
演　
　

　

夜
の
部

：

18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

第
17
回
目
と
な
る
「
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
た
。
本
公
演
は
、
吹
奏
楽

部
の
１
年
を
締
め
く
く
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ

り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
ス
テ
ー
ジ

と
な
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
、
生
徒

の
み
な
ら
ず
保
護
者
会
も
一
丸
と
な
り
、
演

奏
会
の
成
功
を
目
指
し
て
練
習
と
準
備
を
重

ね
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

１
部
の
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ
は
本
年
度
の
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
で
演
奏
し
た
曲
目
を
中
心
に
構
成
し
た
。

　

２
部
で
は
、
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

を
獲
得
し
た
３
年
生
の
ソ
ロ
演
奏
を
行
っ
た
。

島
根
県
を
代
表
す
る
に
相
応
し
い
立
派
な
ス

テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　

３
部
は「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」を
テ
ー
マ
に

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を
行
っ
た
。
部
員
の
み
な

ら
ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
な
シ
ョ
ー
と
な
っ
た
。

　

部
員
た
ち
は
万
感
の
思
い
を
込
め
た
演

奏
を
披
露
し
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
っ
た
。
当
日

は
１
５
０
０
名
を

超
え
る
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、

盛
会
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

多
方
面
に
わ
た

る
皆
様
の
ご
支
援

に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
愛

さ
れ
る
バ
ン
ド
を

目
指
し
、
変
わ
ら

ず
精
進
し
て
い
き

た
い
。



（3）　第４６０号

合　

唱　

部

第
27
回
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時　

12
月
23
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
白
の
ホ
ー
ル

　

去
る
12
月
23
日
㈯
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に

お
い
て
、
第
27
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
。
今
回
か
ら
名
称
を
「
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
変
更
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
趣

旨
も
、
合
唱
部
の
１
年
間
の
活
動
報
告
や
支

え
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝
の
意
味
合
い

を
前
面
に
出
す
こ
と
と
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
あ
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ
を
皮
切
り
に
、
２
時
間
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
15
曲
を
歌
い
あ
げ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
あ
り
、
ア
・
カ
ペ
ラ
あ
り
、
Ｊ

－

Ｐ

Ｏ
Ｐ
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
曲
あ
り
と
盛
り
だ

く
さ
ん
な
曲
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
た

ち
は
集
中
し
て
演
奏
に
臨
み
、
北
陵
サ
ウ
ン

ド
を
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
き
渡
ら
せ
た
。

　

３
年
生
に
と
っ
て

は
集
大
成
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
こ
と
の
ほ

か
思
い
入
れ
が
強
く
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
目
を
立
派
に
果
た

し
卒
部
を
迎
え
た
。

　

４
月
か
ら
こ
れ
ま

で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

支
え
、
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
保
護
者
の
皆

様
、
先
生
方
、
地
域
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校
　

今
年
度
は
感
染
症
の
拡
大
も
落
ち
着
い
た

た
め
、
12
月
１
日
、
体
育
館
に
全
学
年
が
集

ま
り
、
立
会
演
説
会
を
実
施
し
た
。
４
名
の

生
徒
が
立
候
補
し
、
応
援
者
を
含
め
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
を
伝
え
、
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
立
候
補
者
は
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

し
っ
か
り
と
選
挙
活
動
を
行
い
、
７
日
の
投

票
日
を
迎
え
た
。
投
票
は
各
ク
ラ
ス
の
代
議

員
の
も
と
各
教
室
で
行
わ
れ
、
会
長
、
副
会

長
が
決
定
し
た
。
新
生
徒
会
に
は
引
き
続
き
、

活
気
あ
る
生
徒
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。生

徒
会
長

　
　
　

村
中　

悠
海（
2-5 

青谷
）

副
会
長

　
　
　

三
島　

千
央（
2-6 

斐西
）

副
会
長

　
　
　

有
富　

菜
歩（
2-7 

浜山
）

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校
　

12
月
１
日
に
生
徒
会
長
立
会
演
説
会
及
び

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
と
応
援
演
説

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
熱
く
語
り
、
投
票

者
た
ち
も
そ
れ
を
真
剣
に
聞
く
様
子
が
見
ら

れ
た
。
選
挙
の
結
果
、
左
記
の
生
徒
が
新
生

徒
会
役
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。

生
徒
会
長

　
　
　

福
田　

光
誠（
中2 

塩冶
）

副
会
長（
２
年
）

　
　
　

千
百
松
哲
平（
中2 

塩冶
）

副
会
長（
１
年
）

　
　
　

小
林
麟
太
郎（
中1 

須西
）

議
長

　
　
　

奥
田　

竹
虎（
中2 

稗原
）

中
学
校

卓　

球　

部

第
１
回
島
根
県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

12
月
９
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉　

２
位

○
大
会
総
評

　

悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
、
２
年
生

が
苦
し
い
試
合
を
勝
ち
き
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
明
る
い
材
料
と
な

っ
た
。
夏
に
向
け
て
チ
ー
ム
力
を
高
め
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

テ

ニ

ス

部

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

12
月
２
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
16
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

初
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

高
校
生
と
中
学
生
の
２
人
が
出
場
し
た
。

い
ず
れ
も
初
戦
敗
退
で
あ
っ
た
。
テ
ニ
ス
の

質
を
向
上
さ
せ
、
勝
ち
き
る
力
を
つ
け
る
よ

う
精
進
し
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

卓　

球　

部

第
78
回
国
民
体
育
大
会 

感
謝
状
贈
呈
式

時　

11
月
14
日

於　

本
校　
　

　

第
78
回
特
別
国
民
体

育
大
会（
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
）
で
本

校
卓
球
部
が
５
位
入
賞

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

か
ら
本
校
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
式
に
は
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
近

藤
一
幸
事
務
局
長
と
福
間
康
二
競
技
ス
ポ
ー

ツ
課
課
長
代
理
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
本
校

校
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

職
業
人
講
話
を
初
開
催

職
業
人
講
話
を
初
開
催

　

12
月
５
日
、
本
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
１
年
生
全
員
を
対
象
に
22
職
種
参

加
に
よ
る
「
職
業
人
講
話
」
を
開
催
し
た
。

本
校
で
は
初
の
試
み
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は

各
ブ
ー
ス
を
移
動
し
な
が
ら
、
希
望
を
含
め

た
４
職
種
の
説
明
を
拝
聴
し
た
が
、
様
々
な

職
業
の
方
か
ら
仕
事
の
や
り
が
い
や
苦
労
話
、

資
格
を
取
る
た
め
の
上

級
学
校
の
選
び
方
・
勉

強
の
仕
方
な
ど
、
色
々

教
え
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
進
路
を
考

え
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
う
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
出
雲

市
産
業
政
策
課
雇
用
政

策
係
の
福
代
様
に
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。



第４６０号　（4）

令
和
５
年
度

　

秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

特
選
作
品
集

作
品
と
研
究「食性」

山本　海志　　（2-1）多伎

「夜光」
高橋　大樹　　（2-1）平田

「ここは俺の縄張りだ」
山岡　菜々　　（2-3）平田

「触れ合い」
本田　　陽　　（1-2）斐西

「魅惑」
山﨑　凛桜　　（1-5）大社

「何してるの？」
米山　知沙　　（1-4）出一

「錯覚」
松村　菜生　　（1-3）出三

「紅」
本田　　陽　　（1-2）斐西

「
君
想
ふ
」

朝
枝　

佳
乃

（2-6）彦東

「
あ
こ
が
れ
を
想
う
」山岡　

菜
々

（2-3）平田

「
母
と
の
時
間
」

朝
枝　

佳
乃

（2-6）彦東


